
●個人で持っているスマートフォンを使
い、村内の道を散歩した記録を投稿し
てもらう。 

●各自の健康づくりに役に立つ。 

●村内の道の状況を報告することで，魅
力のあるまちづくりに役立つ情報が集
まってくる。 

　 
より良い山中湖村を目指した，住民参
加の開かれたまちづくりにむけた，ス
マートフォンなど新しい情報技術を活
用した仕組みの提案とその実証実験に
取り組んでいます。 

ツイッターを活用した住民参加型の社会調査



（主催）東京大学富士癒しの森研究所 
（共催）山中湖村 
場所：老人福祉しあわせセンター多目的室 
2019年10月31日（木）10:00-15:30 
概要 
「ウォーキングのすすめ」山中湖村福祉健康課　
渡辺和代様 
お散歩日記説明会　（スマートフォンを使って
Twitterに挑戦） 
実際にウォーキングしながらお散歩日記の体験 

参加者　10名

「お散歩日記で健康づくりとまちづくり」の開催



配布したお散歩日記ハンドブック
参加者は，ハンドブックに掲載された６つの散歩道の評価からひとつを選び，スマート
フォンでQRコードを読み取り簡単にツイッターに投稿することができます。



お散歩日記の投稿は地図上で確認できる
●他の参加者の投稿を誰で
もみることができます。 

●自分の投稿をふりかえる
ことで，散歩の記録になり
ます。 

●投稿を検索し，地図上で
一覧する機能は現在開発中
です。 

●散歩みちの評価を位置情
報つきで収集できます。 



お散歩日記参加者自身が楽しめる仕組みの充実を検討 
参加者をふやすための取り組み（講習会，ちらしなど） 
福祉健康課との共同事業として，今後も，村の健康関連
の施策と連動してとりくむ 
高齢の方へのスマートフォン活用の普及について，村と連
携した取り組みを検討する

今後の予定



データが集まってきたら，村民の健康だけでなく，村のインフラ
整備，産業，観光などの施策にも貢献できるのではないか 

ツイッターなどのSNSを活用した，行政と住民の間の開かれたコ
ミュニケーションのしくみの可能性を模索する 

防災，高齢化，孤立防止，交通弱者，住民参加，多様性を包含す
る社会（インクルージョン＆ダイバーシティ）…　など今後直面
する社会の課題に対して，地域の自然環境（森林）を活用する
様々なアイデアを試していきたい

将来の展望


